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１．はじめに 

 京王線は、新宿を起点に八王子・

高尾・橋本を結んでいる東京都市圏

西部地区における鉄道輸送大動脈の

ひとつである。現在、調布駅付近に

おいて、地上設備を地下化する連続

立体交差事業を京王電鉄が事業主体

となり施工中である（図-1）。 

本論文では、調布駅区間（3 工区 

施工延長 505ｍ）において行った、営業線軌道直下での逆

巻き工法による大規模開削工事における掘削工事の施工

実績について報告する。 

２．掘削工事概要 

掘削工事は、営業線軌道直下における 1 次掘削の後、3

段目支保工となる B1F スラブを先行して構築し、工事桁及

び構台支持杭をスラブで受替えて、スラブ下を 2次掘削す

るものである。 

図-2 に示すように直上には京王線の調布駅があり、直

接、残土搬出や資機材の搬入出を行うことができないため、

軌道脇に作業ヤードを構え、そこから残土搬出や資機材の

搬入出を行った。 

掘削対象地盤は、B1F スラブ下から N値 50 以上の立川礫層が 5ｍ堆

積し、その下は N値 50 以上の上総層の互層が堆積している。土留壁

は止水性の高い SMW連続壁である。 

３．掘削設備 

掘削残土の搬出は、テルハクレーン（4.9ｔ吊）に取付けたクラム

バケット(1.0m3)で B1F スラブ上まで揚土した。そこから B1F スラブ

上に設置してある連続ベルトコンベアにて各作業ヤードまで運搬し、

パイプクラムによりダンプトラックに積込み搬出した（図-4）。土留

支保工材や重機等資機材の搬入出は、B1F スラブ上の門型クレーン

（20ｔ吊）や掘削用のテルハクレーン（4.9ｔ吊）を使用した。 

作業ヤードから B1Fスラブ上の運搬は、工事桁及び構台支持杭によ

り走行ルートの制限を受けるため、B1F スラブ上に軌条を敷設してバ

ッテリー台車により運搬した（写真-1）。図-3 に掘削・揚重設備図を

示す。                             写真-1 掘削状況(上)，軌条設備(下) 
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図-1 施工範囲平面 

調布駅付近連続立体交差事業 

図-2 掘削残土搬出概要 
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４．掘削実績 
掘削に使用したテルハクレー

ンは軌道下の空頭制限があるた

め、ホイスト方式ではなくウイ

ンチ方式を採用した。また、ウ

インチをインバータ制御するこ

とにより、巻上げ・巻下げ速度

の高速運転が可能となり、掘削

のサイクルタイムを短縮させる

ことが出来た。テルハクレーン

の能力（最大深さ 16ｍ）は、サ
イクルタイムが約 2分（引き上
げ速度 24m/min）、処理能力が 27～30m3/h、１方当たりの残土搬出量が約 180ｍ3 で

あった。テルハクレーンは最大 6台配置し昼夜間施工で掘削を行った。 
2009 年 6 月からの B1F スラブ下 2 次掘削の月別残土搬出実績を表-1 に示す。2009

年 12 月が最も多く、日最大 1,760ｍ3を搬出した。また 2 次掘削全工期を通した日平

均掘削量は 1,420ｍ3であり、2010 年 3 月末で掘削が完了した。軌条設備による土留支

保工等資機材の日最大運搬量は昼夜間施工で約 80ｔの能力を発揮し、運搬・搬入出の

効率化が図れた。 

５．おわりに 

営業線軌道直下での逆巻き工法による大規模開削工事において、高速テルハクレー

ンと連続ベルトコンベアを使用し、掘削効率の向上に良好な結果が得られた。 

また、資機材の運搬に軌条を使用したことにより、上部にある駅施設への排気ガス

の影響が緩和されると伴に、人と重機が接触することがないこと等、非常に有効であ

った。今後、同様工種の参考になれば幸いである。 

図-4 残土搬出ﾊﾟﾀｰﾝ(ﾍﾞﾙﾄｺﾝﾍﾞｱ) 

図-3 掘削・揚重設備図 

写真-2掘削完了写真
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